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相模湾から得られたウミヘビ科ダイナンウミヘビおよびミナミホタテウミヘビ
の葉形仔魚

酒井恭平 1・武井優之介 2

Two types of ophichthid leptocephalus specimens were col-
lected from Sagami Bay, Kanagawa Prefecture, Japan. One spec-
imen (88.2 mm total length) was identified based on morpholog-
ical features as Ophisurus macrorhynchos Bleeker, 1853, and the 
other specimen (99.2 mm total length) was identified by DNA 
sequences as Pisodonophis cancrivorus (Richardson, 1848). The 
leptocephalus of O. macrorhynchos has seven gut swellings, 
each bearing melanophores, subcutaneous melanophore spots 
on the 19th to last myosepta on the lateral midline of the body, 
and six subcutaneous melanophore patches ventral to the lateral 
midline from the post-anal region to the tail tip. The leptocepha-
lus of P. cancrivorus has eight gut swellings, each bearing mela-
nophores, subcutaneous melanophore spots distributed along 
myosepta in every first to fifth myomeres on the lateral midline 
of the body, and 12 large subcutaneous melanophores ventral 
to the lateral midline from the post-anal region to the tail tip. 
The leptocephali of those two species can be distinguished from 
other ophichthid leptocephali reported from Japanese waters by 
those morphological features. Although the leptocephalus of O. 
macrorhynchos from the southern waters of Jeju Island, Korea, 
has previously been identified by DNA barcoding, the present 
specimen of O. macrorhynchos represents the second report of 
the species at the leptocephalus stage. In addition, the present 
specimen of P. cancrivorus represents the first description of the 
species at the leptocephalus stage.
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 Abstract

ウミヘビ科 Ophichthidae魚類は，世界で 300種以上が

知られるウナギ目 Anguilliformesの中で最も種多様性の高

い分類群であり，多くの種は沿岸の浅海域から知られ，一

部の種は深海域に生息する（田城，2025）．一方，仔魚期

の形態や分布に関する知見が得られていない種は多く，現

在，日本国内で確認されているウミヘビ科魚類 21属 72

種のうち（日比野・ざんくるす，2025），仔魚期の形態的

特徴が明らかにされているのは 5属 10種［ヒレアナゴ

Echelus uropterus (Temminck and Schlegel, 1846)，ワカウナ

ギ Muraenichthys hattae Jordan and Snyder, 1901，イナカウ

ミヘビ Ophichthus asakusae Jordan and Snyder, 1901，トリノ

コウミヘビ Ophichthus celebicus (Bleeker, 1856)，クロナガ

ウミヘビ Ophichthus macrochir Bleeker, 1852，フチナシウ

ミヘビ Ophichthus sangjuensis (Ji and Kim, 2011)，ダイナン

ウミヘビ Ophisurus macrorhynchos Bleeker, 1853，ミサキウ

ナギ Scolecenchelys aoki (Jordan and Snyder, 1901)，ノドグ

ロミミズアナゴ Scolecenchelys fuscogularis Hibino, Kai and 

Kimura, 2013，ミミズアナゴ Scolecenchelys gymnota (Bleeker, 

1857)］に限られる（落合・野沢，1980; Ji and Kim, 2012; Ji 

et al., 2012, 2013a, b, 2014, 2015, 2017; Kunishima et al., 2021; 

Endo et al., 2022）．

ウミヘビ科を含むカライワシ上目 Elopomorphaの仔魚

は，体が一般に柳葉状で大型，側扁し，頭部が体に比して

著しく小さく，透明であるなどの特徴をもち，葉形仔魚ま

たはレプトケパルス幼生と呼ばれる（Smith, 1989；望岡，

2014a）．ウミヘビ科の葉形仔魚は，尾部が尖ること，望遠

眼でないこと，体が細長いこと，および消化管に 3つ以上

の膨出部または湾曲部をもつことによって，他科の葉形仔

魚と識別される（Miller and Tsukamoto, 2004）．さらに，ウ

ミヘビ亜科 Ophichthinaeの葉形仔魚は第 1から第 2消化管

膨出部にかけて 2つの肝葉が連結し，第 2消化管膨出部に

胆嚢をもつことで，ニンギョウアナゴ亜科Myrophinaeの

葉形仔魚は第 1消化管膨出部から順に 2つまたは 3つの分

離した肝葉をもち，最後の肝葉部で消化管が最も膨出する

ことで特徴づけられる（Miller and Tsukamoto, 2004）．

ダイナンウミヘビはダイナンウミヘビ属 Ophisurusに属

し，成魚は体が銀色を帯び，背面が淡褐色を呈する，口
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が大きく，吻と下顎がよく尖る，大型で全長が 1.5 mを

超えるなどの特徴を有し，中国，台湾，韓国および日

本に分布する（日比野，2025）．ミナミホタテウミヘビ

Pisodonophis cancrivorus (Richardson, 1848)はミナミホタテ

ウミヘビ属 Pisodonophisに属し，成魚は体色が暗褐色から

淡い黄褐色までやや変異があり，腹部がやや淡色，背鰭始

部が胸鰭中央付近直上に位置する，歯がやや丸みを帯び，

特に前方鋤骨歯がよく発達して臼歯状を呈するなどの特徴

を有し，インド -太平洋に広く分布する（日比野，2025）．

前者の葉形仔魚は東シナ海北部からのみ報告されているが

（Ji et al., 2014），後者の葉形仔魚はこれまで報告されてい

ない．

2025年 10月 8日，神奈川県平塚市沖（相模湾）において，

しらす船曳網漁によりウミヘビ亜科魚類の葉形仔魚 2個体

が採集された．これらのうち，1個体は形態的特徴に基づ

いて O. macrorhynchosと同定され，もう 1個体は DNAバー

コーディングによって P. cancrivorusと同定された．以上

のことから，ウミヘビ科魚類の葉形仔魚は形態や分布に関

する知見が乏しいため，情報を蓄積することを目的として，

今回得られた標本を詳細に記載して報告する．

材料と方法
標本の計数・計測および名称は Smith (1989)と望岡

（2014a）に従った．標本の計数と黒色素胞分布観察には実

体顕微鏡を用いた．最終垂直血管の筋節上の位置と内在性

黒色素胞を確認するため，標本の右体側腹側中央部を切開

した．頭長と体高の計測は顕微鏡カメラソフトウェアを用

い，全長，背鰭前長，および肛門前長の計測はデジタルノ

ギスを用いて，0.1 mm単位まで行った．計数・計測およ

び観察は 70%エタノール固定後に行った．黄色素胞分布

Fig. 1. Drawings of the leptocephali of Ophisurus macrorhynchos (A–C: KPM-NI 98677, 88.2 mm total length) and Pisodonophis 
cancrivorus (D–F: KPM-NI 98676, 99.2 mm total length) from Sagami Bay, Japan. A, D lateral view; B, E and C, F head and tail 
tip, respectively. Arrows indicate origins of dorsal and anal fins. Scale bars = 1 mm.
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観察は生鮮時の写真に基づいた．

KPM-NI 98676の DNA解析には，背側前部の筋肉を

切除し，得られた組織片を 99%エタノールで保存した．

DNA抽出，PCR増幅，シーケンシング解析，および相同

性検索は，酒井・武井（2025）に従った．なお，シーケ

ンシング解析には NextSeq 1000システム（Illumina社）と

NextSeq 1000/2000 P1 XLEAP-SBS Reagent kit (600 Cycles)

（Illumina社）を用いた．得られた塩基配列は，遺伝子デー

タバンク DNA Data Bank of Japan (DDBJ)データベースに

登録した（アクセッション番号：DRR1057442）．

本報告で使用した標本と写真資料は，神奈川県立生命

の星・地球博物館に KPM-NI（標本資料）と KPM-NR（写

真資料）として登録・保管されている．なお同館の標本資

料番号は，電子台帳上はゼロが付加された 7桁の数字が使

用されているが，ここでは資料番号として本質的な有効数

字で表した．

Ophisurus macrorhynchos Bleeker, 1853

ダイナンウミヘビ
（Figs. 1A–C, 2A; Table 1）

標本　KPM-NI 98677，全長 88.2 mm（エタノール固定

標本），神奈川県平塚市沖（相模湾），水深 12 m，しらす

船曳網漁，2025年 10月 8日，丸八丸．

記載　計数・計測値は Table 1に示した．体は細長く，

側扁するがやや丸みを帯びる．尾部は後方で細くなり，後

端が鈍く尖る．頭部はやや長いが，体に比して著しく小さ

い．体高は低く，体の中央部やや前方で最大になる．胸鰭，

背鰭，および臀鰭は発達するが，尾鰭は痕跡的である．背

鰭は全長のおよそ 5分の 2から開始する．消化管に 11–15

筋節毎に 7つの膨出部をもち，腎臓は 7つ目の膨出部に達

する．肛門は全長のおよそ 2分の 1に位置し，臀鰭が肛門

の直後から始まる．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 2A）―全身は透明で，臓器

系が乳白色．

エタノール固定後の色彩―体は一様に乳白色．

色素胞の分布―頭部の色素沈着は，眼の背縁部に小さ

な点状の黒色素胞，上唇やや前方に 2個と下顎の角に 1個

の微小な内在性黒色素胞，および胸鰭基部付近に 4個の小

さな黒色素胞をもつ（Fig. 1A, B）．体側の色素沈着は，第

1と第 2消化管膨出部の間（19筋節位）から尾端にかけて

の正中線の各筋隔上に斜めに縦走する点状の微小黒色素胞

が 1列並ぶ（Fig. 1A, C）．なお，第 4と第 5消化管膨出部

の間より前方に並ぶ黒色素胞は後方に比べて痕跡的であっ

た（Fig. 1A）．肛門より後方から尾端にかけての体側正中

線下方に小黒色素胞からなるほぼ円形の内在性色素叢 6個

が並び（Fig. 1A），70%エタノール固定標本では筋隔に縦

走するように見える（Fig. 1C）．この 1番目の色素叢があ

る体表に数個の小さな黒色素胞をもつ．第 1と第 2膨出部

の側面，第 2膨出部の腹面，およびその他の膨出部の背面

に小さな黒色素胞が密在する（Fig. 1A）．臀鰭担鰭部と尾

端の側面に小さな内在性黒色素胞，および尾端の腹側に樹

枝状黒色素胞をもつ（Fig. 1C）．黄色素胞は体のいずれの

部位にも認められない（Fig. 2A）．

備考　本研究の標本は，尾部が尖ること，望遠眼でな
いこと，体が細長いこと，消化管に 3つ以上の膨出部をも

つこと，および第 1から第 2消化管膨出部にかけて 2つ

の肝葉が連結し，第 2消化管膨出部に胆嚢をもつことか

ら，Miller and Tsukamoto (2004)にしたがってウミヘビ亜

科葉形仔魚に同定された．さらに，本研究の標本は，胸鰭

基部付近に小さな黒色素胞をもつこと，消化管に 7つの膨

出部をもち，各膨出部に小さな黒色素胞が分布すること，

第 1と第 2消化管膨出部の間から尾端にかけて体側正中線

の各筋隔上に斜めに縦走する点状の黒色素胞が 1列並ぶこ

と，肛門後方から尾端にかけて体側正中線下方に 6個の内

在性色素叢をもつこと，尾端腹側に樹枝状黒色素胞をも

つこと，肛門前筋節数が 95，および最終垂直血管の筋節

上の位置が 96であることが，Ji et al. (2014)が記載した O. 

macrorhynchosの特徴と一致した．葉形仔魚の総筋節数は

成魚の総脊椎骨数とほぼ一致することから種の同定に有効

であり（Smith, 1989），本研究の標本の総筋節数（206）は O. 

macrorhynchosの総脊椎骨数（201–210）の範囲内に含まれ

ることから，本標本を本種に同定した（波戸岡，2013; Ji 

et al., 2014；本研究）．

Fig. 2. Fresh specimens of the leptocephali of Ophisurus macrorhynchos (A, KPM-NI 98677) and Pisodonophis cancrivorus (B, 
KPM-NI 98676) from Sagami Bay, Japan. Photos by Y. Takei.
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本研究の標本は，Ji et al. (2014)の記載標本のうち全長

が最も大きい尾鰭発達個体（n = 2，全長 40.5–44.5 mm）

と比較して，背鰭始部の位置がより前方にあること（前者

の全長に対する背鰭前長の比率は 36.3%，後者では 63.0–

71.5%；前者の背鰭前筋節数は 63，後者では 105–115），肛

門の位置がより前方にあること（前者の全長に対する肛門

前長の比率は 51.0%，後者では 62.5%），および体高が低

いこと（前者の全長に対する体高の比率は 4.4%，後者で

は 5.6–5.9%）から，変態がより進行した個体と考えられ

る．なお，Ji et al. (2014)の記載標本は 99%エタノールで

固定されているため，標本の収縮率が異なっている可能性

がある．さらに，本標本では，Ji et al. (2014)では記載さ

れていない上唇，下顎の角，および臀鰭担鰭部の内在性黒

色素胞が確認された．落合・野沢（1980）が S. gymnotaと

して報告した葉形仔魚では，変態の進行に伴い，吻部，下

唇，および体背面などに黒色素胞が新たに出現すること

が飼育実験により示されている．また，全長 49.4 mm以

上の O. sangjuensisの葉形仔魚では，臀鰭担鰭部に黒色素

胞が認められている（Ji et al., 2017）．以上のことから，O. 

macrorhynchosの葉形仔魚においても，成長に伴って新た

に黒色素胞が出現したと考えられる．

Ophisurus macrorhynchosの葉形仔魚は，上唇やや前方

と下顎の角に微小な内在性黒色素胞をもつこと，胸鰭基部

付近に小さな黒色素胞をもつこと，消化管に 7つの膨出部

をもち，各膨出部に黒色素胞が分布すること，体の前方か

ら尾端にかけて体側正中線の各筋隔上に斜めに縦走する点

状の黒色素胞が 1列並ぶこと，肛門後方から尾端にかけて

体側正中線下方に並ぶ内在性色素叢の最大数が 7個である

こと，臀鰭担鰭部と尾端の側面に小さな内在性黒色素胞を

もつこと，および総筋節数が 200を超えることなどが，同

属の Ophisurus serpens (Linnaeus, 1758)と共通する（Blache, 

1977; Ji et al., 2014；本研究）．しかし，O. macrorhynchos

の葉形仔魚は，喉部前方に黒色素胞をもたないこと（O. 

serpensではもつ），および最終垂直血管の筋節上の位置が

92–98であること（84–87）によって O. serpensと識別でき

る（Blache, 1977; Ji et al., 2014；本研究）．

Pisodonophis cancrivorus (Richardson, 1848) 

ミナミホタテウミヘビ
（Figs. 1D–F, 2B; Table 1）

標本　KPM-NI 98676，全長 99.2 mm（エタノール固定

標本），神奈川県平塚市沖（相模湾），水深 12 m，しらす

船曳網漁，2025年 10月 8日，丸八丸．

記載　計数・計測値は Table 1に示した．体は細長く，

側扁するがやや丸みを帯びる．尾部は後方で細くなり，後

端が鈍く尖る．頭部はやや長いが，体に比して著しく小さ

い．体高は低く，体の中央部やや前方で最大になる．胸鰭，

背鰭，および臀鰭は発達するが，尾鰭は痕跡的である．背

鰭は全長のおよそ 10分の 9から開始する．消化管に 7–9

Ophisurus macrorhynchos Pisodonophis cancrivorus
KPM-NI 98677 KPM-NI 98676

Total length (TL; mm) 88.2 99.2 
Measurements (% of TL)

Head length 6.3 5.3 
Predorsal length 36.3 91.9 
Preanal length 51.0 42.9 
Body depth 4.4 4.5 

Counts
Total myomeres 206 163 
Predorsal myomeres 63 140 
Preanal myomeres 95 65 
Myomeres between anus and predorsal fin 32 75 
Last vertical blood vessel at myomere 96 66 
Dental formula 0 + 0 + 1 + 1/0 + 2 + 2 0 + 1 + 3 + 1/1 + 0 + 3

Rank Species Identity (%) Alinment length (bp) Mismatch (bp) E-value Accession no.
1 Pisodonophis cancrivorus 100 313 0 1.96E-160 MW306759
2 Pisodonophis cancrivorus 100 313 0 1.96E-160 MN512020
3 Pisodonophis cancrivorus 100 313 0 1.96E-160 MK777102
4 Pisodonophis cancrivorus 99.681 313 1 9.13E-159 AP019350
5 Pisodonophis cancrivorus 100 280 0 4.34E-142 KU942788
6 Ophichthus sp. 90.705 312 29 1.63E-111 MG702300

Table 2. BLAST results of the top six CO1 sequences from Merge 1 (20,260 reads) of the present leptocephalus (KPM-NI 98676).

Table 1. Measurements and counts of the leptocephali of Ophisurus macrorhynchos and Pisodonophis cancrivorus from Sagami Bay, 
Japan.
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筋節毎に 8つの膨出部をもち，腎臓は 8つ目の膨出部に達

する．肛門は全長のおよそ 5分の 2に位置し，臀鰭が肛門

の直後から始まる．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 2B）―全身は透明で，臓器

系が乳白色．

エタノール固定後の色彩―体は一様に乳白色．

色素胞の分布―頭部の色素沈着は，眼の背縁部に小さ

な点状の黒色素胞，眼の腹縁部に 3個の小さな黒色素胞，

上唇の中央部からやや前方に 2個の微小な内在性黒色素

胞，鰓蓋上部および喉部周辺に大きな内在性黒色素胞をも

つ（Fig. 1D, E）．体側の色素沈着は，肛門より前方の正中

線下方の筋隔上に 1–5筋節ごとに 1筋隔に 1–5個，これよ

り後方では 1–8筋節ごとに 1筋隔に 1–5個の微小黒色素

胞が並び（Fig. 1D），尾部正中線下方には 12個の大きな

内在性黒色素胞が並ぶ（Figs. 1D, 2B）．消化管の各膨出部

の背面には小さな黒色素胞が密在し，第 1と第 2膨出部

には側面にも数個見られる（Fig. 1D）．臀鰭と尾鰭の基底

部に小さな内在性黒色素胞が並び，尾端部には散在する

（Fig. 1F）．生鮮時には消化管の各膨出部の側面と尾部正中

線下方の大きな内在性黒色素胞周辺に黄色素胞が見られる

（Fig. 2B）．

遺伝的証拠と形態形質に基づく同定　相同性検索上位
6配列との相同性を Table 2に示した．相同性検索の結果

から，本研究の標本は P. cancrivorusに同定することが妥

当であると判断された．さらに，本研究の標本の総筋節数

（163）は P. cancrivorusの総脊椎骨数（153–164）に含まれ

る（Ji and Kim, 2011；本研究）．

備考　本研究の標本は，尾部が尖ること，望遠眼でな
いこと，体が細長いこと，消化管に 3つ以上の膨出部を

もつこと，および第 1から第 2消化管膨出部にかけて 2

つの肝葉が連結し，第 2消化管膨出部に胆嚢をもつこと

が，ウミヘビ亜科葉形仔魚の特徴と一致した（Miller and 

Tsukamoto, 2004）．現在ミナミホタテウミヘビ属に分類

される種の葉形仔魚の形態は記載されていないが，従来

本属に分類されていた O. sangjuensisでは，その葉形仔

魚の形態が報告されている（Ji et al., 2017）．Pisodonophis 

cancrivorusの葉形仔魚は，消化管に 8つの膨出部をもち，

各膨出部に黒色素胞が分布すること，体側正中線下方の筋

隔上に微小黒色素胞が並ぶこと，尾部正中線下方に大きな

内在性黒色素胞が並ぶこと，および最終垂直血管の位置な

どが，O. sangjuensisの葉形仔魚と類似するが，体側正中

線下方の筋隔上に小さな黒色素胞が断続的に並ぶこと（O. 

sangjuensisではほとんどの筋隔上に並ぶ），および尾部正

中線下方に並ぶ大きな内在性黒色素胞が 12個であるこ

と（5–9個）などの特徴によって識別できる（Ji and Kim, 

2010; Ji et al., 2017；本研究）．

さらに，本種は消化管に 8つの膨出部をもち，各膨出

部に黒色素胞が分布すること，体側正中線下方の筋隔上に

小さな黒色素胞が断続的に並ぶこと，および尾部正中線下

方に 12個の大きな内在性黒色素胞が並ぶことにより，形

態が記載されている日本産ウミヘビ亜科の葉形仔魚（3属

6種 5タイプ）と容易に識別できる（Ji et al., 2011, 2013a, 

2014, 2017；望岡，2014b; Endo et al., 2022；本研究）．
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